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ＮＩＣＯ（公益財団法人にいがた産業創造機構）と県内の企業などが協働で進めている

「百年物語プロジェクト」は、2021年新商品の発表/先行販売を実施いたします。 

従来は、ドイツ・フランクフルトで開催される世界最大級の消費財見本市「アンビエンテ

」に出展し、発表して参りましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、国内での

発表/先行販売を行います。 

今年度は、「KAN-NOU（感応・官能）プロダクツ from NIIGATA」を開発テーマに、NICOデ

ザインアドバイザーの村田智明氏（(株)ハーズ実験デザイン研究所代表取締役）の指導のも

と、心や五感で感じることのできる商品の開発を進めてきました。既存商品が持つポテンシ

ャルを活用した新たな開発スキーム「百年物語チャレンジ」の第一弾商品となります。 

今回の発表にあわせ、付加価値の高い県産品の販路拡大等で連携協定を締結している、JR

東 日 本 新 潟 シ テ ィ ク リ エ イ ト 株 式 会 社 の 運 営 す る 「 NIIGATA １ ○ ○ 」

(東京「日比谷OKUROJI」内)では、「大人の愉しみ～百年物語の酒道具～」と題して、店頭プ

ロモーションを実施いたします。 

今までにない魅力的な商品をぜひ取材いただき、報道等で取り上げてくださるようお願い

します。 

また、新商品の発表にあわせて、百年物語ホームページで商品の概要を公開いたします。 

 

 

１ 新 商 品  酒器（純錫、銅製） 

           受注販売 お渡しは令和３年４月以降 

２ 参 加 企 業  株式会社清雅堂（弥彦村） 

           商品のお問い合わせは参加企業まで 

３ プロモーション   場所：「NIIGATA１○○（ﾆｲｶﾞﾀｲﾁﾏﾙﾏﾙ）」 

                   (〒100-0011東京都千代田区内幸町一丁目7番1号)  

                        内容：別紙 

【添付資料】 開発テーマ・参加企業、プロモーション、新商品 

〇百年物語プロジェクト 

「百年後にも大切にしていきたい生活文化を、楽しみ、継承し、創造していく道具」を

ブランドコンセプトに、2005年からテーマに沿った新商品を開発・発表しています。 

○百年物語ホームページ https://www.nico.or.jp/hyaku/ 新商品公開は２月３日以降 

 

 

（公財）にいがた産業創造機構 生活関連マーケティングチーム  担当：風間 

〒950-0078 新潟市中央区万代島5番1号「万代島ビル」９階 
TEL：025-250-6288（直通） FAX：025-246-0030 E-mail：hyaku@nico.or.jp 

「百年物語」2021年新商品を発表します。 
～「百年物語」新商品を「NIIGATA１○○」で発表/先行販売します～ 

<この件に関する問い合わせ先> 

「百年物語」新商品 

mailto:hyaku@nico.or.jp


純錫
じゅんすず

酒器  

チロリ48,950円（税込）、ぐい吞み13,200円（税込） 

青
せい

藍
らん

色
しょく

銅酒器  

チロリ46,200円（税込）、ぐい吞み12,650円（税込） 

茜
あかね

色
いろ

銅
どう

酒器-錦
にしき

- 

チロリ58,300円（税込）、ぐい吞み18,150円（税込） 

底面にはブランドの証「百年物語」ロゴを刻印  

商品お問い合わせ先：株式会社清雅堂 住所：〒959-0318 新潟県西蒲原郡弥彦村麓4693 TEL: 0256-94-4477 

百年物語 202１年モデル 開発テーマ・参加企業・プロモーション・新商品 

【開発テーマ】「「KAN-NOUプロダクツ（感応・官能）from NIIGATA」」 

       世界が変わる時、人間の生命力が問われる。心の力と体の力に、感応・官能するプロダクツの提案。 

       感応とは「心が感じる」こと、官能とは「身体が感じる」こと、そういったモノをテーマに開発。 

【参加企業】株式会社清雅堂（弥彦村） ―「百年物語」に初挑戦―  

  ・清雅堂は鍛金、鎚起の伝統技術の継承、革新を重ねる新潟県西蒲原郡弥彦村にある会社。 

   現在、主な職人は３人（父、兄、弟）で、銅や錫などの金属板から複雑な形を作りだす鎚起の技法に特に力を入れている。製造には、長い時間が必要で、

一つの商品に 20 種類以上の金属を叩くための鎚と４０種類以上の当て金を使い分ける。こうして、複雑な形を作り出している。思いどおりの形状を生み

出すには10年以上の経験が必要で、機械では再現できない繊細かつ大胆な製品が生み出されている。 

  ・清雅堂の特色は、新潟では珍しい錫製酒器を取り扱うことと紫銅色（しどうしょく）。酸化させ磨きをかけることで浮かんでくる、濃いブルーは独自の色

であり、会社の代名詞となっている。今回の「百年物語」への参加を契機に、この紫銅色（しどうしょく）を青藍色（せいらんしょく）に改名した。 

・従来は「やかん」に使われる口打ち出しの膨らみがあったが、これを削った。シンプルかつ全体に丸みを持たせることで愛着の持てる造形へと変化させた。

錫製酒器、銅製酒器ともに同じ形とした。注ぎ口からから見える、注がれる酒の美しさにも注目したい。 

  ・茜色銅酒器（あかねいろどうしゅき）の独特の赤。色を一定に出すことは難しく、本来はなかなか出せない色。それぞれの色、模様を楽しんで欲しい。 

【プロモーション】場所：「NIIGATA１○○」店頭 時期：２月３日から  

「大人の愉しみ～百年物語の酒道具〜」をテーマに「百年物語」の酒道具を使った家で愉しむお酒時間をイメージした店頭販売を行います。 

【新商品】既存商品を「百年物語」チャレンジでブラッシュアップ －2021年モデル開発第一号― 

 

 

 

 

 

 

 

                                         


